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A Study on Landscape Planning Based on Watershed Unit in Sendai Metropolitan Area 
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Abstract: Comprehensive approach to realize the "Low Carbon Society, Sound Material-Cycle Society, and Society in Harmony with Nature" is an issue of 
regional and city planning. The planning method based on watershed unit is one of the important topics to solve both global environmental problems and 
local problems on the ecosystem, cultural landscape, and disaster prevention and has been introduced in the Master Plan for Parks and Open Spaces of some 
municipalities in Japan. The small watershed unit is introduced to share the future vision based on scientific data, water cycle and biodiversity. Some 
municipalities show the model of eco-harmonized city in the district scale based on small watershed unit. The purpose of this paper is to clarify the needs and 
problems of the watershed planning to manage the park and open spaces. The study area is Sendai metropolitan area, the Tohoku District, Japan. First, we 
mapped small watershed of Sendai city and analyzed the characteristics of natural environment, and their policy by the small watershed unit. Second, the 
relationship between the characteristics of small watershed and actual condition were clarified.   
 
Keywords: small watershed unit, Master Plan of the Park and Open Spaces, Degree of Human Disturbance, agricultural land, Sendai City  
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10％以上の小流域が分布するのは，七北田川上流（2001-01～07），
七北田川下流（2002），広瀬川上流（1001）と大倉川（10011）
の合流地周辺（10012-01～03），名取川上流（120104）など，河

岸段丘や沖積平野に水田が広がる地域である。中山間地域と流域

中流部では，地形的な条件から耕作可能地の量が大きく異なる。

農地率3-10%は，小流域内の平坦面から緩傾斜地の分布状況から，

上流域では主に比較的高度に農地利用された小流域であり，里

地・里山と奥山との境界部分にあたると考えられる。一方，中下

流部では市街化が進行し，市街地の中に農地が点在する状況がみ

られる。 
 

 
 図−2 仙台市における小流域の植生自然度による分類 

 
 図−3仙台市における小流域の農地率による分類 

 
 図−4 小流域の環境資源による小流域の類型 
 

３）環境資源による小流域の類型化 

小流域における４段階の自然度クラスと3%を閾値に2区分した農

地率の組み合わせから小流域を類型化し（表-1）、類型ごとに小流 

域における環境資源の現況を整理した。設定された類型は全部で

7つ，最上流部の山地から農地が卓越する小流域が4類型 （類型 

表-1 小流域の環境資源による小流域の類型 

農地
都市的土

地利用

①

源流域-奥

山・ブナ原

生林

57 4 (7.38) 66.51 16.54 13.86
3%未満

 (0.03)
0.53

○蔵王国定公園、県立自然公園（二口

渓谷、船形連邦）、自然環境保全地域

国有林、保安林　（ほぼ全域）

②
上〜中流域-

里山・人工林
84 3 (5.79) 3.62 47.78 30.36

3%未満

(0.52)
3.21

○県立自然公園（二口渓谷、船形連

邦）、自然環境保全地域　国有林、保安

林（上流部以外は分散）● 集落など保

全区域（作並温泉)

③
上〜中流部-

里山
49 3 (5.36) 1.81 48.24 21.37

3%以上

(8.31)
7.71

県立自然公園、自然環境保全地域（上

流部以外は分散）● 農用地保全区域、

集落など環境保全地域

④
中流部-里山

〜市街地
63 2 (3.55) 1.22 21.51 14.71

3%以上

(18.65)
31.80

自然環境保全地域（県・太白山）

●農用地保全区域、集落など環境保全

地域

⑤

中流部-市街

地（緑地保

全重点地

域）

20 2 (2.86) 0.59 14.93 14.00
3%未満

(0.65)
49.47

自然環境保全地域、国有林（自然休養

林）、県有林,風致地区、歴史公園

 保存緑地、特別環境保全区域

⑥

中流部-市街

地（農地混

在）

20 1 (1.43) 1.12 1.73 0.81
3%以上

(16.65)
68.98 ● 農用地保全区域、集落など環境保

全地域

⑦
中流部-市街

地
20 1 (1.33) 0.37 1.85 3.00

3%未満

(0.50)
91.86 風致地区、都市公園

小流域類型

類型 個数名称

緑地保全に関する指定

　●杜の都の風土を守る土地利用調整

条例による区域区分（＊自然環境保

全、森林保全、水道水源保全は地域制

と重複が多いため未記載）

自然度ク

ラス

（植生自

然度平均

値）

植生自然

度９（自

然林）

植生自然

度７（二

次林）

植生自然

度6（植林

地）

植生自然度 3-1

植生自然度　面積比率(%）

 

 

1〜4），市街地が卓越する小流域については3類型（類型5〜7）
に区分された（図−4）。類型毎の特徴は次の通りである。 

① 類型1：源流域-奥山・ブナ原生林 類型1は奥羽山脈沿いの

奥山に分布することから，人為による影響が少なく，ハイマツ群

落，チシマザサ-ブナ群落などの原生的な植生が分布する。ほぼ全

域が自然環境保全区域に指定され，県立自然公園もしくは国定公

園の区域内にあり，樹林地は国有林かつ保安林に指定されている。

東北森林管理局の設定する奥羽山脈緑の回廊に連なることからも，

優先的に保護され，広域的な視点から維持管理が行われている。 
② 類型2：上〜中流域-里山・人工林 類型2は類型1の下流の

森林地域と中流域の丘陵部の主な水系の分水界に沿って分布して

いる。植生は上流部がクリ-ミズナラ群落，クリ-コナラ群集とカ

ラマツ，スギ植林地であり，他の類型に比較して植林地が占める

割合が高い。3河川の上流部に位置するものに県立自然公園等，

都市計画区域内では，蕃山・斉勝沼 （1201107,100205）や権現

山（200106,200107） など県の緑地環境保全地域（101103,10020 
2）と自然環境保全地域が重複して指定されている。また，上記

した以外では，国有林もしくは市有林の面積比率が高い小流域が

多い。 
③ 類型3：上〜中流部-里山 類型3は主に中山間地域における

小流域の類型であり，樹林地が7割近くを占め，谷間の平地部に

は集落と水田や畑，ため池が分布する。植生はクリ-コナラ群集等

の落葉二次林が48.24%と多く，その中に比較的小面積の植林地

がモザイク状に分布している。上流部の一部が自然環境保全地域，

自然公園に指定されているが，類型1，2と異なり小流域の一部

に指定が留まる。谷筋に沿った土地が，条例による土地利用方針

の集落等環境保全区域もしくは農用地保全区域となっている。 
④ 類型4：中流部-里山〜市街地 類型3と同様クリ-コナラ群集

などの二次林と植林地が混在する里山の樹林地が小流域の5割弱，

水田を主とした農地利用が卓越し，ため池が分布する。小流域内

に丘陵地の大規模な造成宅地と農地，樹林地が含まれるものも多

い。広瀬川中流（1002）の河岸段丘と，沖積平野が発達した七北

田川上流（2001）に分布し，地域制緑地としては名取川下流部

（1203）と広瀬川中流部（1002）の分水嶺に沿った太白山県自然

環境保全地域がある。土地利用方針では集落等環境保全区域と農

用地保全区域が小流域内で隣接することが特徴として挙げられる。 
⑤ 類型5：中流部-市街地（緑地保全重点地域）類型5は，ほぼ

市街化が完了した小流域であり，樹林地は3割程度となっている。

青葉山周辺（100201）は，杜の都の中心部として重点的な緑地施
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策が行われており，歴史公園としての整備に加え，風致地区，保

存緑地，特別環境保全区域が重複して指定されている。また，林

野庁による七北田川流域（200107）の自然休養林（水の森公園や

台原森林公園）など，市の緑地計画で「街の緑」に位置づけられ

るまとまった緑地の分布が特徴である。 
⑥ 類型6：中流部-市街地 （農地混在） 類型6は都市的土地利

用が7割程度で農地が混在する小流域であり，小流域の設定した

範囲の最下流部，名取川，広瀬川，七北田川の本流に沿って分布

している。小流域の主な谷にため池を伴った都市公園が整備され

ていることは類型4，類型7と共通する。都心部からのアクセス

性の良さから都市拡張の最前線といえる。 
⑦ 類型7:中流部-市街地 類型7は主に中心市街地に隣接した丘

陵部に分布する市街化がほぼ完了した地域である。旧市街地の周

辺に指定された市内の8地区の風致地区うち6つが分布する。 
 
４．考察 
 分析結果を踏まえ，当該地の緑地環境計画における小流域導入

の可能性と課題について考察を行う。 
 本研究では自然地形が残された丘陵・山地を基準として，100
〜200 ha程度の小流域に市域を細区分し，小流域の植生自然度と

農地利用による類型化では，奥山から中山間地域，市街地までの

環境資源の分布状況を明らかにした。 
 類型3（上〜中流部-里山），類型4（中流部・里山〜市街地）の

小流域は，農耕社会の生産活動により形成された里地・里山の多

様性のある環境が残されていると考えられる。市街地と自然公園

等として担保された類型1（源流域-奥山・ブナ原生林），類型2
（上〜中流域-里山・人工林）のような奥山の自然環境との間に立

地することから，市民に身近な自然を享受する環境を提供できる

一方，地域制緑地の指定がうすく開発圧力に対する耐性が低い。

地域の環境資源の保全と機能集約型市街地の形成の両面から重要

な地域といえる。郊外部における適切かつ合理的な土地利用を計

ることを目的とした市の土地利用調整条例は，この課題に対する

ものであり自然環境，森林，農地，生活環境，水道水源流域の5
つ保全項目にそって区域が設定され，土地利用方針が定められて

いる19）。流域単位でみると，類型3，類型4が分布する上・中流

部では，河川流路と地形に沿って農地，集落等の生活環境，森林

の各保全区域が分布し，最上流では水道水源流と自然環境の保全

が重複することがわかる（図−1）。現制度では重複もしくは隣接

する区域間での調整について触れられていないが，里地・里山と

して形成された郊外部の環境の維持にはこの調整は不可欠である。

小流域は，この環境資源の保全・管理と農業・環境・林業・上下

水道など複数分野にまたがる土地利用調整を一体に考える枠組み

として有用であると考える。 
 一方，類型5（中流部-市街地（緑地保全重点地域）），類型6（中

流部-市街地（農地混在）），類型7（中流部-市街地）として分類さ

れた市街地に対しては，拠点的な緑地やため池を伴う都市公園の

分布，地域制緑地指定状況を把握するには有効であったが，今回

用いた植生等のデータでは都市域における情報が少なく，環境資

源という視点から小流域を把握するには，土地造成も含めた過去

の利用履歴を踏まえたうえで，現在残る樹林地や宅地内の緑等に

ついて分析を進める必要があると考える。従来から市の緑地構造

の軸となる丘陵地では，市街地における連続性の確保が課題とさ

れていたが，今回の震災で地滑り等により宅地への大きな被害が

発生したことから，防災上の脆弱性の克服も緊急の課題となって

いる。このような状況に対し，市街化区域での環境再生を計る際

には，元来の自然地形構造と結びついた小流域が現況に即して細

分化された町丁目に替わる基本単位として提示できると考える。 
 

５．結論  
本研究では宮城県仙台市を事例とし，地域環境分析，現行計画

の分析を通じ，地方中心都市における小流域に基づく緑地環境計

画の展開の導入の可能性と課題を検討した。 
自然地形が残された丘陵・山地を基準とした流域区分により，

植生自然度と農地の分布状況から，奥山から平野にかけた環境資

源の特徴と段階的な変化，緑地保全施策上の課題を明らかにし，

郊外部と市街地での緑地環境の計画単位としての有効性を示した。   
1989年の政令指定都市の指定に伴い設定された当該市の行政

区は，太白区は名取川，青葉区は広瀬川，泉区は七北田川の源流

域から都心部まで，若林区は名取川下流，宮城野区は七北川下流

の流域とほぼ整合しており，この下位区分としての小流域の設定

は既存の施策とも親和性があると考えられる。小流域の設定手法

上，分類できなかった海岸平野は居久根が分布する田園地帯であ

り，沿岸部には貞山運河と防潮林，蒲生干潟，井土浦の干潟など，

歴史的にも重要な緑地環境を有する地域である。この最下流部に

連続する計画単位の考え方は今後の課題である。 
本研究では，対象地における全体の傾向を把握するために類型

化という手法を採用したが，計画単位としての小流域の有用性は，

地区ごとに異なる社会的背景と自然条件を細やかに計画に反映で

きることにあり，今後の課題として人間の生活圏と活動履歴を踏

まえた緑地環境の分析が挙げられる。また，計画単位としての実

効性を担保するためには，多くのステイクホルダーが共有できる

判断基準が不可欠となることから，二酸化炭素吸収量など環境評

価の指標の検討も今後の課題である。 
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